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ま
た
、
国
は
、
都
道
府
県
等
の
取
組
を
支
援
す

る
た
め
、
検
査
・
相
談
の
実
施
方
法
に
係
る
指
針

や
手
引
き
等
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
集
客
が
多
く
見
込
ま
れ
る
機
会
を
利
用
す

る
こ
と
等
に
よ
り
、
検
査
・
相
談
の
利
用
に
係
る

情
報
の
周
知
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

２

都
道
府
県
等
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
受
検

者
の
う
ち
希
望
す
る
者
に
対
し
て
は
、
検
査
の
前

に
相
談
の
機
会
を
設
け
、
必
要
か
つ
十
分
な
情
報

に
基
づ
く
意
思
決
定
の
上
で
検
査
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
検
査
の
結
果
、
陽
性
で
あ
っ
た
者
に

は
、
早
期
治
療
・
発
症
予
防
の
重
要
性
を
認
識
さ

せ
る
と
と
も
に
、
適
切
な
相
談
及
び
医
療
機
関
へ

の
紹
介
に
よ
る
早
期
治
療
・
発
症
予
防
の
機
会
を

提
供
し
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
確
実
に
促
す
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
陰
性
で
あ
っ

た
者
に
つ
い
て
も
、
行
動
変
容
を
促
す
機
会
と
し

て
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
検
査
後
に
お
い
て
は
、
希
望
す
る
者
に

対
し
て
、
継
続
的
な
検
査
後
の
相
談
及
び
陽
性
者

の
支
援
の
た
め
の
相
談
等
、
相
談
体
制
の
充
実
に

向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

三

個
別
施
策
層
に
対
す
る
検
査
・
相
談
の
実
施

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
人
権
や
社
会
的
背
景
に

最
大
限
配
慮
し
つ
つ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
取
組

を
実
施
し
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
、
利
用
の
機

会
の
拡
大
を
促
進
す
る
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
な
お
、
個
別
施
策
層
に
対
し
効
率
的
に

検
査
を
実
施
す
る
と
い
う
観
点
で
、
新
規
感
染
者
・

患
者
報
告
数
が
全
国
水
準
よ
り
高
い
等
の
地
域
に

あ
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
定
量
的
な
指

標
に
基
づ
く
施
策
の
目
標
等
を
設
定
し
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
地
域
の
実
情
及
び
施
策
の

性
質
等
に
よ
っ
て
は
、
定
性
的
な
目
標
等
を
設
定
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
心
理
的
背
景
や

社
会
的
背
景
に
も
十
分
に
配
慮
し
た
相
談
体
制
の
整

備
が
重
要
で
あ
り
、
専
門
の
研
修
を
受
け
た
者
に
よ

る
も
の
の
み
な
ら
ず
、ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
患

者
等
や
個
別
施
策
層
の
当
事
者
に
よ
る
相
互
相
談
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）を
活
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ

る
。

四

保
健
医
療
相
談
体
制
の
充
実

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

保
健
医
療
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
等
と
連
携
し
、
保
健
医
療
相
談
の
質
的
向
上
等
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
予
防
や

医
療
の
提
供
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
性
感
染
症
に
関
す
る
相
談
、
妊
娠
時
の
相
談

と
い
っ
た
様
々
な
保
健
医
療
相
談
サ
ー
ビ
ス
と
の
連

携
を
強
化
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
個
別
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
地
域
に
お
い

て
は
、
相
談
窓
口
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
重
視
し
た
相
談
の
質
的
向
上
等
を

図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
地
域
の
患
者
等

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
五

医
療
の
提
供

一

総
合
的
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保

１

医
療
提
供
体
制
の
充
実

国
及
び
都
道
府
県
は
、
患
者
等
に
対
す
る
医
療

及
び
施
策
が
更
に
充
実
す
る
よ
う
、
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

治
療
の
中
核
的
医
療
機
関
で
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｃ
、
地
方

ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
、
中
核
拠
点
病
院
及
び
エ
イ

ズ
治
療
拠
点
病
院
の
機
能
の
強
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
中
核
拠
点
病

院
、
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
、
地
域
の
診
療
所
等

間
の
機
能
分
担
に
よ
る
診
療
連
携
の
充
実
や
患
者

等
を
含
む
関
連
団
体
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
都
道
府
県
内
に
お
け
る
総
合
的
な
医
療
提
供

体
制
の
整
備
を
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
の
支
援
を
原
則
と
し
て

受
け
る
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
が
中
核
拠
点
病

院
を
、
中
核
拠
点
病
院
が
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院

を
支
援
す
る
と
い
う
、
各
種
拠
点
病
院
の
役
割
を

明
確
に
し
つ
つ
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
及
び
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠

点
病
院
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
中
核
拠
点
病
院
等

を
中
心
に
、
地
域
に
お
け
る
医
療
水
準
の
向
上
及

び
そ
の
地
域
格
差
の
是
正
を
図
る
と
と
も
に
、
一

般
の
医
療
機
関
に
お
い
て
も
診
療
機
能
に
応
じ
た

患
者
主
体
の
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
が
居
住
地
で

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
基
盤
作
り
が
重
要

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
、

中
核
拠
点
病
院
、
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
、
地
域

の
診
療
所
等
の
連
携
を
深
め
、
相
互
の
研
修
等
に

よ
り
診
療
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
都
道
府
県
等
が
設
置
す
る
推
進
協
議
会
等
に

お
い
て
、
各
種
拠
点
病
院
に
お
け
る
医
療
従
事
者

へ
の
啓
発
や
各
種
拠
点
病
院
間
の
診
療
連
携
の
推

進
、
担
当
医
師
の
み
な
ら
ず
担
当
診
療
科
を
中
心

と
し
た
各
種
拠
点
病
院
と
し
て
の
医
療
提
供
体
制

の
維
持
等
、
医
療
体
制
整
備
の
進
{
状
況
を
評
価

で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。

２

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
及
び
医
療
連
携

体
制
の
強
化

高
度
化
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
を
支
え
る
た
め
に

は
、
医
療
の
質
の
標
準
化
を
進
め
る
べ
く
専
門
医

等
の
医
療
従
事
者
が
連
携
し
て
診
療
に
携
わ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
国
は
、
外
来
診
療
に
お
け
る

チ
ー
ム
医
療
、
ケ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
指
針

等
を
作
成
し
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
確
保
を

図
る
取
組
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
早
期

に
患
者
等
へ
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

二
次
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
後
は
、
専
門
的
医
療
と
地
域
に
お
け

る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の

連
携
等
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
「
各
種
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を

確
保
す
る
た
め
の
機
能
」（
以
下
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）を
担
う
看
護
師
等
の
地
方
ブ

ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
及
び
中
核
拠
点
病
院
へ
の
配
置

を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
都
道
府
県
等

は
、
中
核
拠
点
病
院
の
設
置
す
る
連
絡
協
議
会
等

と
連
携
し
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
等
の
関
係
団

体
や
患
者
団
体
の
協
力
の
下
、
中
核
拠
点
病
院
、

エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
及
び
地
域
診
療
所
等
間
の

診
療
連
携
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
患
者
等
に
対
す
る
歯
科
診
療
の
確
保
に
つ

い
て
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
及
び
中
核
拠
点

病
院
は
、地
域
の
実
情
に
応
じ
相
互
の
連
携
の
下
、

各
種
拠
点
病
院
と
診
療
に
協
力
す
る
歯
科
診
療
所

と
の
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
患

者
等
へ
滞
り
な
く
歯
科
診
療
を
提
供
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

３

十
分
な
説
明
と
同
意
に
基
づ
く
医
療
の
推
進

治
療
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
感
染
の
拡
大

を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
医
療
従
事
者
は
患
者
等

に
対
し
、
十
分
な
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
る
よ

う
努
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、

医
療
従
事
者
は
医
療
を
提
供
す
る
に
当
た
り
、
適

切
な
療
養
指
導
を
含
む
十
分
な
説
明
を
行
い
、
患

者
等
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
継
続
的
に
努
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
説
明
の
際
に
は
、
患
者
等

の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
分
か
り
や
す
い
説
明
資

料
を
用
意
す
る
こ
と
等
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
患

者
等
が
主
治
医
以
外
の
医
師
の
意
見
を
聞
き
、
自

ら
の
意
思
決
定
に
役
立
て
る
こ
と
も
評
価
さ
れ

る
。

４

主
要
な
合
併
症
及
び
併
発
症
へ
の
対
応
の
強
化

Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
そ
の
も
の
の
進
展
に
伴
い
、結
核
、

悪
性
腫
瘍
等
の
合
併
症
や
肝
炎
等
の
併
発
症
を
有

す
る
患
者
へ
の
治
療
及
び
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
投
与
に

伴
う
有
害
事
象
等
へ
の
対
応
も
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
は
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
治
療
等
に
関

す
る
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
の
公
開
等
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
と
の
重
複
感
染
に
よ
り
重
篤
化
し
た
肝
炎
・
肝

硬
変
に
対
す
る
肝
移
植
等
を
含
む
合
併
症
・
併
発

症
対
策
は
、
そ
の
重
篤
な
臨
床
像
か
ら
、
研
究
の

み
な
ら
ず
医
療
に
お
い
て
も
専
門
と
す
る
診
療
科

間
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
治
療
に
伴
う
心
理
的
負
担
を
有
す
る
患
者
に

対
し
て
は
、
診
断
後
早
期
か
ら
の
精
神
医
学
的
介

入
に
よ
る
治
療
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
精

神
科
担
当
の
医
療
従
事
者
に
対
し
て
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

診
療
に
つ
い
て
の
研
修
等
を
実
施
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

５

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

患
者
等
や
医
療
関
係
者
が
、
治
療
方
法
や
主
要

な
合
併
症
及
び
併
発
症
の
早
期
発
見
方
法
等
の
情

報
を
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
り
医
療
情
報
を
提

供
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
診
療
機
関
の
医
療
水
準
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
個
人
情
報
の
保
護
に
万
全
を
期
し
た

上
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
（
Ａ
e

ｎ
ｅ
ｔ
）
等
の
情
報
網
の
普
及
や
患
者

等
本
人
の
同
意
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
る
診
療
の

相
互
支
援
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
医
療
機
関
や
医
療
従
事
者
が
相
互
に
交

流
す
る
こ
と
は
、
医
療
機
関
、
診
療
科
、
職
種
等

を
超
え
た
連
携
を
図
り
、
ひ
い
て
は
、
患
者
等
の

医
療
上
の
必
要
性
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
等
に

つ
な
が
り
有
効
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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